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1 はじめに

近年、日本全国において地域おこし、すなわち「まちづくり」と呼ばれる運動が展開さ

れている。活性化を目指している地域は数多くあるが、それぞれの状況の違いによつて、

活動も様々である。西村幸夫によれば、「まちづくり」には、百の地域があれば百の形態が

あるという。まず、気候や地形、植生などの自然環境や、そのまちが歩んできた歴史など

による差がある。これらは、その場所固有のもので、そこに住んでいることを実感したり、

住むことに愛着や誇りを感じたりするもととなる。一方、そのまちが抱える課題も千差万

別であろう (西村 2007)。

今、静岡県静岡市駿河区用宗 (も ちむね)地区では「日本一住みよい町づくり」を標榜

して地域活動が進められている (山本 2007)。 用宗の地域活動を夕1挙 してみると、用宗の
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歴史基礎講座や文化作品展といった文化活動、商店街活性化などの経済活動、祗園祭、用

宗漁港まつり、なぎさ市、青空市などのお祭りやイベントの開催など、実に多種多様であ

る。それらは一括して「地域おこし」と呼ばれている。用宗には地域おこしの活動が盛ん

であることは分かったが、なぜ、この地区には地域おこしが必要とされているのだろう力、

用宗の地域活動においてどのような主体が存在し、それぞれがどのような取り組みをし、

役割を担っている力、 そこで本報告では用宗の地域おこしの現状を分析し、地域活性化を

目指している団体を取り上げて、用宗の地域づくりの課題について考察する。また、それ

らを考察した上で、用宗の地域活性化における将来性について考えていこうと思う。以上

のような問題意識を抱いて、私たちは2014年 6月 8日 から6月 14日 にかけて、用宗で 1

週間のフィール ドワーク調査を実施した。

本章の構成は以下のとおりである。まず、第 2節では地域おこしの定義について説明す

る。第 3節では用宗の現状について記述する。また第 4節では「やらざあ会」、長田南商

店会、「なぎさ市」実行委員会などの用宗の地域おこしを目指している団体を取り上げて、

それぞれの活動と、成果、課題について明らかにする。最後に用宗の地域おこしの課題、

ひいては将来の可能性について考察する。

2 地域おこしとは何か

用宗の地域おこしの現状を考察する前に、まず f地域おこし」とは何かについて整理し

ておきたい。

地域おこしは「村おこしJや「町おこし」、地域振興、地域活性化などとも呼ばれる。ま

た、ほぼ同義語に『地域づくり」「むらづくり」「まちづくり」などがある。今や「むらづ

くり」という言葉は、市民によつて日常生活で頻繁に使われている。「むらづくりJと 「む

らおこし」の違いについて、森巌夫は次のように述べる (森 1933:14)。

「むらづくり」とよく似ている言葉に「むらおこし」がある。ぶつうはあまり厳密

に使い分けられていないが、両者の間に若干ニュアンスの差があることは確かである。

ここでつくりとおこしの語源を詮索するつもりはないが、ひとくちでいえば、「むら

おこし」のほうには、内からというか、下からというか、自発的な要因を重視する思

いが込められているように感じられる。

もうひとつ、つくりはやはり造り、作りであつて、物的な施設整備が念頭に浮かん

でくる。道路を直すとか僑梁を架けるとか建物を建てるといつたハード面のニュアン

スが強く感じられる。これに対して、おこしは興し、起こしで、意欲とか催しごとと

か体制などのソフト面にアクセントが置かれているように感じられる。
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「地域おこし」と「地域づくり」の間にもこのような違いがあるだろう:「むらおこし」

「地域おこし」という表現は住民、企業、地元の団体やそこに住む人々の主体性を強調し

ている。その内実として、地域のハード面の整備よリソフト面の改善を重視する傾向があ

るといえよう。

本報告では住民、地域団体が主体として、「地域の人と人とのつながりをつくる」ための、

用宗活性化の活動に注目していきたい。そのため、「地域おこし」という言葉を用いること

にしたい。

3 用宗の今

この節では用宗の現状について、つまりこの地区にはなぜ地域活性化が必要とされてい

るか、また今までに、どのような地域おこしが行われてきたかについて記述したい。

31 地域活性化の必要性
農山漁村の衰退は、人口減少から起こつている。今日、日本全国では人口減少、過疎化

が起こつているため、用宗でも同様に人口減少問題があると考えられる。

図 1 用宗地区全体人口推移 (住民基本台帳)
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出典 :静岡市ホームページ

総務省統計局によれば、2008

統計情報「静岡市の人口・世帯」 (2014)よ り高作成

(平成 19)年 以降現在まで、日本人口は前年に比べて減
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少しており、しかも、減少率は徐々に大きくなつているので、2008年が、人口減少社会「元

年」と言えそうである (総務省統計局 2014)。 人口減少については2005(平成 16)年か

ら特に新聞記事に大きく掲載され、現実の問題として広く注目されている。そこで、私は

その前年の2004(平成 15)年からの用宗の人口のデータを分析する。図 1は静岡市統計

情報を参考して作成したものである。

図1を見ると、2004(平成 15)年 9月 80日 において用宗地区の人口は4953人である

が、2013(平成 25)年 9月 30日 までに4691人になり、10年間において362人が減少

した。用宗地区の人口は減少している傾向が見られるが、深刻までとは言えないと考えら

力ιる。

人口は減少している一方、人々の寿命は延びているので、結果として高齢イヒが進んでい

る。用宗地区にも住民の高齢化という課題を抱えている。

2014年の統計によれば、全国・静岡市・駿河区・用宗地区の高齢イヒ率比較の結果は表 2

の通りである。表 1をみると、用宗地区において、65歳以上の人口は 1501人であり、こ

れは全体の人日の約327パーセントにあたる。全国の高齢イヒ率25.6パーセントと比べて、

用宗地区は高齢化率が高いということがわかる。

出典 :鷲務省続計局ホームベージ「人口推計Jと静岡市ホームページ統計情報「静岡市の人

口・世帯J(2014)よ り高作成

人口減少R・tL民の高齢化は、用宗地域全般にわたり、様々な影響を及ぼしているようで

ある。2008年 11月 に開かれた「第2回用宗まちづくり会議」では用宗の現状などを分析

した。その会議議事録の資料によると、人口減少や住民の高齢化が及ぼす影響は主に以下

の3点がある (用宗町づくり委員会 2008)。

地域経済への影響 :労働力の供給が厳しくなつている。それにより、用宗の農業の

衰退と商店街の衰退につながる。

地域社会への影響 :地域の防犯や防災上の安全の確保などの自主的な住民活動をは

じめとする地域のコミュニティ機能が弱体化している。また、それにより、住民の

ネットワークも疎遠なものとなる傾向がある。

地域文化への影響 :高齢イヒは、地域活動を支える世帯の減少につながり、伝統行事

や地域文化の継続が困難になっている。

①

②

③

表 1 高齢化率の比較

全国 静岡市 駿河区 用宗地区

総人口 1億 2570万 3000人 71万 6753人 21万 2191人 4595ノヽ

高齢者数 3211万 8000人 19万 3847人 5万 1491人 1501人

高齢化率 256% 27% 243% 327%
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フィールドワークを行なつた 1週間で、私は何回も用宗駅前の通リ
ヘ足を運んだ。薬屋

や自転車屋などの店が営業を続けているが、住宅地や空き店舗が多く見受けられた。そし

て、訪ねた様々な商店の経営者は年配の人が主で、商店の後継者がいないなどの事情を語

ってくれた。さらに、平日に商店街を歩いている人は年配の人や帰宅途中の学生が主で、

客足は少ない。以上わずかの期間内の印象であるが、それでも用宗商店街の衰退は事実で

あることがわかつた。

また、「なぎさ市」に参加した時、このようなイベントや祭りの担い手や出店する人は年

配の人が多いと実感した。新鮮な海産物を販売する若い漁師さんもいるが、比較的に若者

のイベントや祭りへの参加は多いとは言えない。

上述の状況を変えるために、用宗には地域を活性化する動きがここ数年で高まつている。

32 用宗における地域おこしの概要
用宗における地域おこしについて、用宗町内会の職員である増田金重氏 (男性、63歳 )

は以下の内容を語つてくれた。

人口の減少、商店街の衰退などの地域の新しい変動により、用宗の活力は低下し続けて

いる。まちの活気を戻すため、2004年に地元商店主達が中心になる会
「やらぎあ会」が結

成された。ちなみに、やらざあは静岡方言で
「さあ !やるぞ」という意味である。「やらざ

ぁ会」の会員はボランティアとして、地域清掃をはじめとした用宗の地域活性化の活動を

行つている。これは住民による用宗の地域おこしの原点といえる。

「歴史ある町、活気ある町をつくつて行きたい」という方針を目指して、
「もちぶねの会」

が結成された。会員は歴史が好きな人が主で、
「用宗とは何か」、「用宗の歴史、魅力とは何

か」などを人々に伝えるために、用宗町民文化作品展、古文書の整理などの町内のイ
ベン

トや活動に積極的に参カロした。

「用宗の町づくり」が急務との認識により、用宗町内会から委嘱を受けた住民で
「用宗

の町づくり会議」を発足し、町内会協議員と一緒に
「用宗町づくり委員会」を組織し、2009

年 10月 から2011年まで月 1回から2回の会合を開いた。
「町づくり委員会」は住民から

提出されたアイデイアを集めて、町づくり会議で審議し、地域活性化の施策を考えた。
「町

づくり委員会Jは、①用宗町内会のホームベージの作成、②歴史基礎講座の開催、③古文

書の町民開示、④スタンプラリーの開催など様 な々活動やアイデイアを提案した。

地域おこしの具体的な施策を実施するために、町民の協力が必要になるので、
「住みよ

い。活気ある。歴史ある」用宗を目指した「汐風クラブ=町づくり応援隊」が2011年に打

ち立てられた。このクラプは 20代から70代の会員約 60人で、町内会などと連携しつつ、

住みよい町づくりのための各種施策の支援活動を行つた。例えば、祗園祭りなどのお祭り

の支援、城山などの整備支援である。現在でも、
「汐風クラブ」は地域おこしのために活躍

している。

商店街の活性化を目指して、地元の商店主たちは長田南商店会を立ち上げた。そして、
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2013年 3月 から、長田南地区の地域プランド向上および産業の活性化を図ることが目的

としたなぎさ市実行委員会をつくられた。

また、町内会で行った地域おこしのイベントについて、私は用宗町内会会長石日英亀氏

(男性、72歳)に話を聞いた。石田英亀氏によると、町内会は、体育振興会、子ども会、
婦人部 (2つ )、 やらざぁ会、しらすクラブ、汐風クラブ、消火隊、遺族会、松林協議会、

以上 lo団体を支援し、用宗の活性化のために活躍していると語つた。今後の町内会の地

域おこしの活動について、今年 7月 に活性化準備委員会を開く予定で、町内会が主体とし

て、用宗の地域団体と連携し、半年から1年後を目途に本格的な活動を行う予定だそうで

ある。

以上、用宗における地域おこしの概要について述べてきた。用宗の地域おこしの特徴は

住民が主導で町内会が協力したことである。住民と町内会は緊密な協力関係を持ち、地域

おこしが進められている。

4 地域活性化に携わる人々の声～地域おこしの団体から

上では用宗の現状を考察した。用宗では地域おこしのために活動する団体が多く存在し

ていることがわかったところで、次に「やらざぁ会J、 長田南商店会、「なぎさ市」実行委

員会、この三つの団体を取り上げて、それぞれの活動や課題などを述べていきたい。

41 「やらざぁ会」

411 「やらぎぁ会」の歴史と活動
表 2は 「やらざぁ会」の歴史を表している。以下の記述は、表 2と前田義之氏 (男性、
57歳 )、 鈴木淳弘氏 (男性、72歳 )、 刺 |1小夜子氏 (女性、61歳)から聞いた話にもとづ

いまとめた。                             '
211114年、用宗のまちおこしのため、スズキ薬局、人百鉄商店などの 7名の商店主達に

より「やらざぁ会」が発足した。「やらざぁ会」に参加している人は 7人しかいないが、
花のプレリュー ド、かご金、マルカイなどの店や地元の住民が応援や協力をしている。最

初、「やらざぁ会」はボランティアとして、地域清掃などの活動を行なつた。その後、「持

舟窯」という陶芸教室を経営している東川さんは用宗海岸でフリーマーケットのような活

動をやれたら良いのではないかと考えて、「やらざぁ会」と相談し、「青空市」の開催を提

案した。「やらざぁ会」は「青空市Jの開催する場所について、町内会と相談し、町内会の

応援を受けて、用宗公園緑地を無料で使用できるようになった。そして、2005年 5月 、

第 1回 「青空市」を開催した。当時、新聞などにも掲載され、「青空市」は成功した。そ

れにより、出店者が 2回日以降の開催を望み、年 3回から4回、最多のときは年 5回行う
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ことになつた。また、2006年に静岡市観光課の依頼により、「青空市」は用宗海岸海開き

の時に初めて参加した。現在、「青空市」は①用宗海岸海開きの日、②用宗町内会文化展開

催日の日曜日、年 2回に開催している。開催回数は減つているが、それでも、地元住民や

ほかの地域の人々の交流の場として、「青空市」は重要な役割を果たしている。

表 2『やらぎあ会」の歴史

412 活動における課題と展望
「やらざぁ会」が主催している「青空市」は、地元の高齢者などに楽しんでもらえる一

方で、どのような課題を抱えているのだろうか。このことについて A氏 (男性、50代 )

に話を開いた。

A氏は元々「やらざぁ会」に入つていたが、意見の相違などによつて途中で退会した。

A氏によれば、現在、「青空市」の出店者はよその人が多く、それにより、用宗地元の意識

が薄くなつたという問題が起こつているという。確かに、私は2014年 7月 20日 に「青空

市」に参カロした時、丸子、静岡市葵区などから来る出店者が多く見受けられた。販売してい

年 月 主な活動

20044F 11月 7名の商店主により発足

2005年 5月 第1回用宗公園緑地青空市 (フ リーギーケット)の開催

11月 用宗町内会文化祭 (公民館)に青空市初参加

2006年 7月 市依頼により用宗海岸海水浴場海P/nき の日に青空市初参加

「浜のふれあい撮影会フォトヨンテ不卜」約 150名カメラマン集合

2007年 3月 用宗歴史講演会 (用宗公民館)

夏 海岸花火大会計画、中止

2008年 春 静清信用金庫Ⅳ コマーシヤルに参加

2009年 年 5回奇数月に「青空市」定期開催決定

6月 オリジナル定額給付金応援サービス券の配布

6月 静岡市定額給付金スピードくじ 市の依頼により参カロ
2010年 静岡市より補助金支給

2011年 3月 東日本大震災発生東北 3県壊滅に伴い海岸波浪注意報発令、青空市中止

7月 用宗海水浴場海開きの日に青空市を開催。義援金集めて日本赤十字社ヘ

寄付

2012年 用宗駅裏の城山山道頂上整備の応援に参加

2013年 3月 用宗漁港屋根付場にて、漁港関係者より応援依頼があつたため、朝市フ

リーマーケット開始

出典 :用宗やらざあ会のプログ (2014)よ り高作成
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る商品も玩具、たこ焼きなど普遍な物が主で、用宗の地域性を現している商品が少なかつ

たと実感した。『静岡新聞』の2012年 9月 12日 の記事によると、2014年 9月 9日 に開い

た 1「青空市Jには、近隣の有志を中心に堤防の緑地におよそ 30軒の店が出し、地元でカロ

エされた千物、手作りのジャムなどを並べられたという(『静岡新聞』2012年 9月 12日 )。

これにより、以前の「青空市Jには用宗の地域性を現している商品、つまり海産物などを

販売されていたことがわかる。用宗をさらに盛り上げるために、地元産の商品を販売し、

地元の出店者をもっと集める必要があるのではないかと私は考えている。

写真 l r青空市」の出店者たち (高撮影)

地元の人が「青空市Jに出店しない理由について、「やらざぁ会」の会員であるB氏 (男
性、70代)は自分の店が忙しくて、出店する余裕がないから、出店しなかつたと語った。

そして、第 1回 f青空市Jに出店していた C氏 (女性、60代)によると、①出店料金が

500円から 1000円に上がってやや高い、②海開きの季節で出店するのは暑すぎて辛い、

③出店料金は団体による使用が不明などの理由で出店することをやめたという。用宗の出

店者をもつと集めるために、地元の商店主や住民の意見を聞き、現在の活動の問題点を反

省し、改善する必要があると思われる。

42 長田南商店会
下記の内容は長田南商店会の会長である前田義之氏 (男性、57歳 )、 また会員である久

保恒治氏 (男性、64歳)から問いた話にもとづいている。

昭和の始めより昭和 30年代まで、用宗駅から踏み切りまでの商店街には店が多くて、

大変賑やかだった。しかし、その後①後継者問題、②安倍川駅ができたことによる用宗駅
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の利用者の減少、③漁業の衰退、④敷地が狭いため、店が移転したことなどが原因で商店

街の店は徐々に減つてきた。そこで、商店街の活性化を目指して、長田南商店会が打ち立

てられた。

長田南商店会の設立の経緯に関して、長田南商店会に入つている店は元 「々やらざぁ会」

に入つていたが、「やらざぁ会」が主催している「青空市」はよその人が多く出店し、また

まつたく利益がないので、「やらざあ会」から退会した。退会した店は商店街の衰退という

現状を変えるために、今の長田南商店会を設立したという。

「長田南商店会」という名前を付けた理由について尋ねたところ、もともと長田南地区

の店と一緒に、長田南地区の活性化のために活躍しようと考えたが、実際に商店会に入つ

ている店は用宗の店だけだ、という答えがかえつてきた。現在、用宗の7つから8つの店

舗が長田南商店会に入つている。

商店会の主な年間活動は、用宗または静岡市で行われているイベントに参加することで

ある。例えば、なぎさ市、わくわく祭り、青空会、しらす祭りなどである。また、主催者

として歳末福引きセールなどの活動を行つている。

これからの商店会の活動としては、①長田南地区の観光マップを作ること、②長田南地

区の店を商店会に入つてもらえること、③大人から子供まで、みんな参加できる祭りやイ

ベントを開催することなどを計画しているそうである。

長田南商店会の課題として、私は以下の3点があると考えている。

① 今以上に、積極的に商店のことを発信していくことが必要であろう。

② 商店会にカロ盟する店を増やす必要があろう。

③ 商店会同士が一丸となつて活性化に向けて協力し合う必要があろう。

43 「なぎさ市」実行委員会

431「 なぎさ市」
なぎさ市実行委員会について、その団体の会員である前田篤史氏 (男性、64歳)にお話

をうかがつた。

2013年、長田南地区の地域プランド向上および産業の活性化を図ることが目的として、

なぎさ市実行委員会が立ち上げた。この委員会の会員は5名である。団体の重要な活動に

「なぎさ市」があげられる。

「なぎさ市」は元々広野の農家が開催していたが、出店者が少なく、人も集まらないな

どといつた原因で、用宗が引き継いだ。去年 3月 に地元の漁業者ら約 20団体が出店し、

地元の海産物や野菜を販売する朝市「第 1回用宗港なぎさ市」が開かれた。

「なぎさ市」は、誰でも出店することができる。しかし、今は出店希望者の増カロにより、

出店者が住所、名前、希望販売品日など記入した申込書を書くことが必要になつた。また、

一部の商品については実行委員会の専売となるので、販売できない場合もある。例えば生

‐101‐



用宗の地域おこしの今とこれから～地域おこしを支えている団体から～

シラス、釜場げシラスなどが挙げられる。このような商品は清水漁協用宗支所が専売する

ので、他の店は販売できなぃ。出店者はなぎさ市実行委員会に売上金の6パーセントを出

店料金として出す必要がある。出店料金は店の保険、また、なぎさ市実行委員会の事務経

営のために使用する。例えば、イベントの花火の費用、チラシの印刷などが挙げられる。

「なぎさ市」の会場は、2009年 7月 まで漁港のマグロの荷さばき場だつた敷地を改修

して使用している。「なぎさ市」が漁港内で行われている理由について、清水漁協用宗支所

長である上山一仁氏 (男性、45歳)によれば、未利用地の有効活用のためだという。
「なぎさ市Jは去年から月 1回程度に定期的に開催している。回を重ねるごとに認知度

が高まり、客数が増えている。また、「なぎさ市Jの開催により、市内外の買い物客が集ま

つて、用宗を盛り上げた。

432 「なぎさ市」力く抱える課題と展望
「なぎさ市は売れ物が安くてほぼ利益がない。会場は用宗漁港なので、商店街の街道を

通らないから、商店街の活性化に対して意味がないではないか」とD氏 (男性、60歳 )
は語つた。「ただ 1回の商売ではなくて、全体的に考えてほしい」とD氏は考えている。
2014年 6月 22日、「なぎさ市」に参加したところ、農産物を販売している農家が多か

つた。それに対して、海産物など売つている店は3つ しかなかつた。用宗漁港内で「なぎ

さ市」を開催するなら、漁港のイメージを表すために、海産物などを販売する店をさらに

集める必要があるのではないかと私は考えている。また、40団体が出店していたが、それ

ぞれの特色を表すために、店名・商品などを記入した看板を掲げた方がいいのではないだ

ろう力、

これからの「なぎさ市」の方向について、1つ 日は地域の人をもつと集めたいこと、2

つ日はコンサート、音楽会などのイベントをやつてほしいこと、3つ日は出店料金が売上

金の5パーセントと少ないため、野菜、水産物をもつと安く販売し、消費者に喜んではじ

いことと前田篤史氏は話した。

5 用宗のこれから

今回の調査では、用宗の現状、また用宗の地域おこしの団体から、地域おこしの活動と

その課題を明らかにした。用宗では様々な地域団体が存在し、それぞれは地域おこしのた

めに活躍している。しかしながら、どの団体も各自の課題を抱えている。この節では地域

団体の課題を踏まえた上で、用宗全体における地域おこしの課題や将来への展望について

考察していきたい。
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51 用宗の地域おこしの課題
用宗の地域おこしの課題として、以下の3点があると思われる。

第一に、地域おこしを行う主体は年配の人が多いという点である。「やらざぁ会」も、「汐

風クラブ」も、参加している人は 50代から60代の人が多いとE氏 (男性、73歳)は話

していた。「なぎさ市」、「青空市」に出店している人も年配の人が多く見受けられている。

地域団体はいくら現時点で成果を出しても、地域おこしの活動を後続していく人がいなけ

れば長期的な地域活性化は実現できないだろう。若者の地域おこしのイベントヘの参カロが

少ないことにより、地域団体には継続者の問題が生じると考えられる。

第二に、用宗の地域おこしの活動は用宗の地域性を十分にアピールできていないという

点である。「青空市」、「なぎさ市」は地域の人々の交流の場となつたが、地域外の人々に用

宗の魅力を発信していくため、また地元の人が楽しんでもらえるため、用宗の地域性をア

ピールできる店を増やす必要がある。今、「青空市」でも、「なぎさ市」でも、地元以外の

店が多く出店されている。それで、用宗の魅力が十分に買い物客に伝わつていないと思わ

れる。

第二に、商売をしている人と商売をしない人の間に、地域おこしに対する考えに不一致

がある点である。商売をしている人は、多くの人が用宗に訪れてほしいと考えており、そ

れが地域おこしへのモチベーションとなつている。商売をしない人は、このままでいい、

用宗には地域おこしを行う必要がないと考えている人が多い。用宗の地域おこしは地域住

民どうしの結束力の強さから生まれたものである。そのため、今後の地域をさらに発展さ

せるために、住民たちの意見を聞き、住民みんなの力を集める必要があると考えられる。

写真2 地域おこしを支えている方々 (高撮影)
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52 将来への展望

これまで用宗の地域おこしの現状や課題について分析してきた。最後に、それらを踏ま

えて、用宗のこれからの地域おこしについて、以下のことを提言しておきたい。

写真3 地域おこしを支えている方々 (高撮影)

写真4 城山から見る富士山 (高撮影)
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① 行政、地域団体、住民など様々な地域おこしの主体の話し合いの場を設置する。

用宗では地域おこしのために活動する主体がたくさんあるが、今まで連携をあまり

取れていない部分があつたと考えられる。多くの成果を実現していくために、地域お

こしの異なる担い手同士が相互に協力する必要がある。そのためには、担い手間の情

報交換の場、新しい地域おこし情報や知識技術を手に入れる場を設ける必要がある。

② 地域のなかで理解を得るために情報公開を行う。

地域おこしの活動に参加していない住民は、用宗の現状や地域おこしの活動につい

て十分に認知していない。そのため、地域おこしの必要性、地域イベントの開催など

をわかりやすく地域内に説明する必要がある。地域おこしを達成するために、幅広い

世代からの参カロや理解を得ることは欠力せない。

③ 地域資源を利用し、用宗の魅力をさらに積極的に宣伝する。

海の美しさ、おいしい長田の桃、綺麗な城山など、用宗には様々な魅力がある。そ

の魅力を発信するために、宣伝こそもつとも重要である。観光マップを作つたり、イ

ベントのパンフレットの設置場所を増加させたり、様々な方法を利用して、用宗の名

を広く知らしめる必要がある。

6 おわりに

本報告では用宗の地域おこしの現状を分析し、地域おこしを目指している団体を取り上

げて、用宗の地域おこしの課題について考察した。また、それらを考察した上で、用宗の

地域おこしの将来性について考えた。

用宗の地域おこしは、町内会という行政、商店会、「やらざあ会」などの団体、そして地

域住民がお互いに協力し合つて発展してきた。前述のとおりに、町内会の応援により、住

民が主体となり地域おこしの団体、例えば、「やらざあ会」、長田南商店会などが生み出さ

れ、それぞれが用宗の活性化のために、さまざまなイベントや活動に活躍している。これ

こそがまさに地域おこしのあり方だといえるだろう。森巌夫によれば、むらづくりにおけ

る勝者と敗者の分れ日は気象や地勢などの自然条件に恵まれていることでも、交通などの

立地条件が勝づていることでもない。また、国や県の予算をよそより早く、多く取得して

いる政治力に長けていることでもない。結局は、それぞれの地域の主体的な力量、すなわ

ち地域自体の内発力をおいてないと考える。言い換えれば、人づくりこそがむらづくりの

決め手である (森 1933)。 地域おこしを成功に導く決め手は地域の人々である。住民に地

域おこしの意欲がなければ、地域おこしは成功するはずはないだろう。今回の調査を通し

て、用宗の人々は熱意を持つて、地域おこしの活動を積極的に行なつていると感じた。用

宗が今後も地域に根ざした発展を続けるために、さらに住民の地域おこしへの意欲を向上

させる必要があるだろう。
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